
Title Taittirīya-Samhitā第7章とサーマヴェーダ所属ブ
ラーフマナ

Author(s) 大島, 智靖

Citation 待兼山論叢. 哲学篇. 2003, 37, p. 1-18

Version Type VoR

URL https://hdl.handle.net/11094/8907

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



1 

Taittiriya -Sarphita第7章と

サーマヴェーダ所属ブラーフマナ

大島智靖

1 はじめに

ヴェーダのブラーフマナ文献群に伝えられるソーマ祭について、その基

本型は Jyoti手tomaと呼ばれる。サーマヴェーダ所属ジャイミニーヤ派の

ブラーフマナである Jaiminiya-BrahmaI).a(JB) とカウトウマ派の

Pancaviqlsa-BrahmaI).a (PB)の Jyoti号toma章の官頭では、 Jyoti宇toma

に関する神話的及び全般的解説が述べられている。これらの箇所に関して

は黒ヤジユルヴェーダ所属タイツティリーヤ派の Taittiriya-Saqlhita

(TS)第7章のブラーフマナ部分に密接な並行箇所が存在する。TS第7章

は更に Jyoti~toma 冒頭部分に続いて、より長期間のソーマ祭である

Ahinaや Sattral)を解説し、この部分も JBとPBに対応箇所を持ってい

る。2)これらの 3つのブラーフマナの対応箇所はいかなる関係を持ってい

るのだろうか。この3つのブラーフマナが当該箇所において各々何を共有

しているのかを整理し、考察を試みるのが本稿の目的である。

2 テキストの対応

JBとPBはサーマヴェーダ祭官の職務(ニ歌詠)に主に焦点をあてて記

述したものであり、各stotra(サーマヴェーダ祭官達による詠唱)3)の形態

やその祭式効果等を解説する。本稿で扱う Jyoti与tomaの冒頭部分とは、
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Jyoti手tomaに関する神話的根拠付けや祭式効果を述べた箇所、即ち JB

1.66-69， PB 6.1.1-6.3.16及びそれらと並行する TS7.1.1.1-7.1.3.3 

である。 PBとJBは共通のテーマを多く持っているが、4)その相互関係に

ついては未だ問題を残す。5)これらの並行部分には、 TSのヤジュルヴェー

ダ祭官の視点と JBとPBのサーマヴェーダ祭官の視点の対比がどれ程見

出されるのだろうか。 TS，JB， PBの該当部分の対応を以下に示した。

表 1Jyoti約oma(ーは対応部分の無いことを示す)
No. TOPICS TS JB PB 

1 繁殖及びAgniは光 7.1.1.1 1.66:16) 
2 Virajは光 n.1.1 1.66:1-2 6.3.5-6 

3 stoma7)のsavana運び 7.1.1.1 1.66:2-4 cf. 16.1.6 
4 asth世i，願望の成就 7.1.1.1-2 1.67:1-2 cf. 16.1.6;6.3.2 

5 Prajapati神話(囲い込) 7.1.1.2-3 1.67:3-16 6.1.1-5 
6 Prajapati神話(創出) 7.1.1.4-6 1.68-69 6.1.6-13 

7 stomaに光を置く 7.1.2.1 1.66:5-12 

8 Sarvastoma 7.1.3.1-3 
9 全stoma論 6.2.1-9 

10 Agni約oma諸議論 6.3.1;3-4;7-16 

第一に、 JBの冒頭 (No.1-2)が TSと一致しているのに対して、 PBの

該当箇所は 6.3.5-6に部分的に見出されるという構成上の問題がある(本

稿 3.1)。第二に、それに続く締め括りとなる部分 (No.3-4)においても、

やはり JBは TSと一致しているのに対して、 PBでは第6章ではなく第

16章に対応部分がある(本稿 3.2)。第三に、 rstomaに光(jyotis)を置き

続けるJという TSとJBに共通する No.7のテーマが PBに見られない

(本稿5)。これらを以下に詳論していく。テキスト中の[数字]は表1の

No.である。

3 No.l・4(Agni終omaの意義付け)

3.1 No.1-2について

TS， JB， PBの順に挙げて対照してみる。
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prajananarp. jyotir. agnIr devatanarp. jyotir. [2J virat 

chandasarp. jyotir. vir勾vaco'gnau sarp. ti!;lthate. virajam abhI sam 

[lJ TS 7.1.1.1: 

padyate. tasmat t訂jyotirucyate. r [lJ光は繁殖である。アグニは神々の
光である。 [2JVirajは諸韻律の光である。 Viraj O!Pち Agni宇tomaS))は

ことばに属するアグニに完結する。9)Virajへと重なり合う。10)それゆえ、

そ(の祭式)は光(即ち Jyoti宇toma)と言われる。」

JB 1.66: 1-2: [lJ prajananarp.ll) jyotir. agnir devatanarp. jyotir. [2J virat 

chandasarp. jyotir. virac;l vacy agnau sarp.ti~thate. virajarp. sarp.padyate. 

tasmad e慣行otirucyate. r [lJ光は繁殖である。アグニは神々の光である。
[2J Virajは諸韻律の光である。 Viraj(即ち Agni手toma)はことばである

アグニに完結する。 Virajへと重なり合う。それゆえ、
、，
'- [の祭式]は光

(lIPちJyoti早toma)と言われる。」

PB 6.3.5: agnau stotram agnau sastram pratiti宇thati.tena 

brahmavarcasya}:l./ I rアグニに詠唱が、アグニに讃諦が安立する。12)その
ことにより、 (Agni特omaは)婆羅門の輝きをもたらすものである。」

PB 6.3.6: [2J kirp. jyoti号tomasyajyoti平tomatvamity ahur. virajaiIl 

saiIlstuta年sampadyate.virac;lvai chandasarp. jyoti}:l.//r[2J Dyoti号toma

のJyoti宇tomaたる所以はどのようなものか?.1と彼らは言う。 (Agni-

stoma は)完全に詠われると Virajへと重なり合う。 Virajは諸韻律の光

(jyotis)なのだ。」

上記の3つのテキストに共通している主題は、当の祭式を Jyoti号'toma

と呼ぶことの根拠付けである。この祭式と光 (jyotis)を結びつけるための
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媒介項として、 3テキストとも Virajを用いている (TS及び JBは「繁

殖」と「アグニJも挙げる)0TSとJBはJyoti科oma章の官頭としてこ

の議論を始めているが、 PBだけがこのような構成を採らない。 PB6.3.5 

は詠唱と讃諦が「アグニに安立するJと述べるが、これは TS及び JBの

「アグニに完結する」と対応していると考えられる。しかし PBはTS及

ぴJBと異なり、「婆羅門の輝きをもたらすもの」という結論を導いている。

3.2 No.3-4について

ここでは、 2頭の烏が車を運ぶことに例えて、 2つずつの stomaが朝、

正午、 3回目の各ソーマ搾りを運ぶということについて述べる。 TSとJB

間では、用いられる単語にいくつかの相違点が見られるが、内容は一致す

る。 PBでは、第 6章に対応、箇所がない。しかし、 16.1.6の Ekaha祭

(Jyoti手tomaを含む一日祭の総称)の記述に類似表現が見出される。

TS 7.1.1.1-2: [3J dvau stomau prata年savanaf!lvahato， yatha pral)as 

capanas ca. dvau m言dhyaf!ldina出 savanaf!l， yatha cãk~us ca srotraf!l 

ca.dvau tztIyaSavar18m，3rathaV8kCa pratisth言ca.[4J p官邸asammito

v五時ayajno 'sthUril)..// yaf!l kamaf!l kamayate tam etenabhy aSnute. 

sarvafu hy asthUril)abhyasnutふ.r[3J 2つの stomaが朝のソーマ搾りを

運ぶ、呼気と吸気と[が運ぶか]のように。 2つ[の stomaJが正午のソ

ーマ搾りを運ぶ。視覚機能と聴覚機能と[が運よか]のように。 2つ[の

stomaJが3回目のソーマ搾りを運ぶ。言語機能と脚部と[が運ぶか]のよ

うに。 [4Jこの祭式は人間と同じ大きさを持ち、両頭立て13)である。人が

望むところの願望、その願望へと、これ (Agni~toma) によって到達する。

人は両頭立ての[乗り物]によって一切へ(何にでも)到達するから。J
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]B 1_ 66: 2-4: [3J dvau stomau pratassavanarp. vahato， yatha caksus ca 

pr匂asca tatha tad_ dvau stomau madhyarp.dinarp. savanam vahato， 

yatha ca srotram ca bahu ca tatha tad_ dvau stomau trtiyasavanarp. 

vahato， ya出amadhyarp.'ca prati$tha ca tatha tad_ f[3] 2つの stomaが

朝のソーマ搾りを運ぶ、視覚機能と呼気と[が運ぶか]のように、そのよ

うにそれを。 2つの stomaが正午のソーマ搾りを運ぶ、聴覚機能と両腕と

[が運ぷか]のように、そのようにそれを。 2つの stomaが3回目のソー

マ搾りを運ぶ、腰と脚部と[が運ぶか]のように、そのようにそれを。」

]B 1.67: 1-2: [4J asthurir va e担 yajnal).puru宇asammito_yatkama enam 

油aratesam asmai kama、rdhyate.'sthuril).a hi tatra gacchati yatra 

jigami宇ati.r[4Jこの祭式は両頭立てであり、人間と同じ大きさを持つのだ。

人が何を望んでそれ (Agni$toma)を執行するとも、(何であれ)この者の

ための願望は成就する。彼は両頭立ての[乗り物]によって行きたいとこ

ろへ行くから。」

PB 16.1.6: [4J asthurir va esa santato yajno. [3J dvau-dvau hi stomau 

savanarp. vahatas_ trivrt-pancadasau pratassavanarp.， pancadasa-

saptadasau madhyandinam. savanarp.， saptadasaikavirp.sau trtiya-

savanam.// f[ 4Jこの完全に織り広げられた祭式[というもの]は、両頭立

てなのだ。[3J2つずつのstomaがソーマ搾りを運ぶから。 trivrt[stomaJ

と pancadasa[stomaJが朝のソーマ搾りを、 pancadasa[stomaJと

saptadasa[stomaJが正午のソーマ搾りを、saptadasa[stomaJとekavirnsa

[stomaJが3回目のソーマ搾りを。」

PB 6.3 _ 2: ekasma anyo yajnal). kamayahriyate. sarvebhyo 'gni科omal)..//

「他の祭式は、一つの願望のために執行される。 Agni手tomaは一切[の願

望たち]のために。」
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ここで列挙された項目を考えてみると、問題となるのは TSとJBが12

つの stomaJとだけ述べるのに対して PBが trivrt，pancadasa， 

saptadasa， ekavirpsaの4つの stomaを具体的に列挙している点である。

PB の記述は、実際の Agni~toma の stoma 適用順に則っている。 14) TS 

と JB は各々 6つの生態諸機能を比喰として挙げているが、最後の

prati平tha(脚部)は PBの挙げる ekavirpsa[stomaJと対応する。15)また、

TSとJBは共に「願望の成就Jの記述で、締め括っているが、 PBは6.3.2

でそれに筒潔に言及している。

4 No.5・6(ブラジャーパティの神話)

No.5-6は、ブラジャーパティによる創造神話である。 No.5は「生類

(praja)の固い込み (parigrhnati)J、No.6は 14段階の創出」である。内

容を要約しながら、以下に概観してみたい。

4.1 No.5について

No.5の前半は、 Agni号tomaを構成する詠唱(と讃諦)の数 112Jと生類

が胎児を保持する期間 112(ヶ月)Jを絡めた議論である。ブラジャーパテ

イが Agni号tomaによって生類を創出し、さらに12番目の詠唱と12番目の

月によってそれらの生類たちを囲い込んだが故に胎児は12ヶ月で誕生する

という(JBl.67:3-7; PB 6. l. 1-3) 。これは Agni~toma が子孫繁栄を費す

祭式であることを意味している。ただし、 TSは IAgni持omaによっで固

い込んだ」と述べるのみで、 12にまつわる議論をしない (TS7.l.l.2)。後

半はブラジャーパティが固い込んだ家畜たちの話である (TS7 .l.l. 2-3; 

JB l. 67: 8-13; PB 6.l. 4-5)。杜ラパ (asvatara，PBのみ asvatari1牝ラ

パJ)が囲い込みから跳ぴ越えて逃げると、ブラジャーパティはそれを追い
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かけ、精液を奪う。そしてそれを他者に塗る。塗られる対象となるのは、

TS:牡ロパ (gardabha)、牝馬 (vadaba)、植物たち、子孫たち

JB:牡ロパ (gardabha)、牝馬 (balaba)、家畜たち、植物たち

PB:牝馬 (vaclava)である。そして牡ロパと牝馬は r2 (種)の精液を持
つJ(dviretas)と呼ばれ、16)精液を奪われたラパは「繁殖能力が無い」と

見なされる。それゆえ、ブラジャーパティの固い込みを跳ぴ越えたラパは

Agni宇tomaの報酬としてふさわしくないと結論される。17) TSはこの牡

ラパを、全財産或いは千頭の牛を報酬とする祭式 (Sarvavedasa或いは

Sahasra18) )において報酬とすべきであると説く。一方、 JBとPBはラパ

を余分なものと見なし、やはり余分なものと見なされる sodasinstotra19) 

における報酬とすべきだと説く。以上のように前半では、 TSはJBとPB

が前半で、行っている stotra(詠唱)にまつわる議論をしない。また後半で

は、 TSは「牡ラパは Agni~toma の報酬としてふさわしくない」という結

論まで JB とほぼ並行するが、牡ロパの始末は JB及び PBが挙げる

Sodasinではなく別の祭式を挙げ、やはりはotraに関わらない。

4_2 No.6ついて

No_6の「ブラジャーパティからの4段階の創出」は、 RV10_90のプル

シャ賛歌を基にしたと考えられる神話である。写V10_90マは、神々 が「人」

を供物として(このとき春がバター、夏が薪、秋が供物となり)自分たち

のために祭式を行うと、詩節、サーマン、韻律、祭詞が生じ、さらに馬た

ち、馬の仲間たち、牛たち、山羊・羊たちが生じた。そして神々が「人」

を分割すると、口から婆羅門が、両腕から王族が、両腿から庶民が、両足

から奴隷が生じ、さらに思考から月、視覚機能から太陽、口からインドラ

とアグニ、息から風、勝から中空、頭から天、両足から大地、聴覚機能か

ら諸方角が生じた。写Vはプルシャの分割によって諸世界の形成を説こうと
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したと言える。 3つのブラーフマナでは、ブラジャーパティが繁殖を望み、

口(頭)部、胸(両腕)部、腰部、脚部から stoma，韻律、サーマン、神格、

四階級、季節、 j家畜を各々 4(乃至3)種類創出する。以下に3ブラーフ

マナにおいて創出されたものを纏めて、考察をしてみたい。

表 2ブラジャーパティから創出されたもの(問ーは=無いものはo)
言t出 sr~ta 部位 TS JB PB 

stoma 頭部 もrivrt 一 一
胸部 pancadasa 
腰部 saptadasa 

脚部 ekavim品

韻律chandas 頭部 gayatri 
胸部 tristubh 
腰部 jagati 

脚部 anustubh 
サーマン 頭部 rathantara 回

胸部 brhat φ 

腰部 vrurupa vamadevya ¢ 
脚部 vruraJa ya句.Jnaya旬.Jrny戸a ¢ 

神格devata 頭部 アグニ

胸部 インドフ ~ 

腰部 一切手中

脚部 φ 回 φ 

人間 manu号ya 頭部 婆羅門 br油 mana
胸部 王族rajanya
腰部 庶民vaisya 一 一
脚部 奴隷sudra

季節rtu 頭部 φ ¢ 春vasanta
胸部 φ 回 夏gTI/?ma
腰部 回 回 雨期 varsa

脚部 ¢ φ ¢ 

家畜pasu 頭部 山羊 aja 山羊 aja ¢ 
胸部 三savi 罵羽田 ¢ 
腰部 牛go 牛go φ 

脚部 馬 asva 羊 aVI φ 

婆羅門、王族、庶民、奴隷の四階級の創出は写V と同一で、ある。さらに

韻律、サーマン、神格〈アグニとインドラ)、季節(春・夏・秋)、家畜(局、

牛、山羊・羊)もlJVに出てくるが、 3つのブラーフマナではこれらも四
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階級に合わせて 4(乃至3)種類に分け、対応させている。 TSと]Bに対

して、 PBだけがサーマンを挙げずに季節を挙げている点が最も大きな相

違点である。また、 TSと]Bの項目はほぼ一致するが、 4種類のサーマン

のうち後半2つが全く違っている。しかしどちらも定型のサーマンの組み

合わせとしてよく用いられるものである。TSの挙げる rathantara，b.rhat， 

vairupa， vairajaは、頻出する組み合わせである。20) またこれらのサーマ

ンは、 Gavamayana中の Pptha-但clahaという 6日間に用いられる 6つ

のサーマンのうちの 4つでもあるから、 6つのサーマンの列挙の中にも現

れる。21)一方]Bの挙げる rathantara，b.rhat， vamadevya， yajnayajniya 

の組み合わせは比較的少ない。22)ヤジュルヴェーダ所属の主なブラーフマ

ナ中では b.rhat，rathantara， vamadevya の 3つの列挙は多いが、

yajnayajniya (-niya)に対する言及そのものは少ない。 TSが rathantara，

b.rhat， vai汀lpa，vairajaの組み合わせを選択したのはそのような背景があ

ると考えられる。 yajnayajniyaというサーマンは Agni科omaの最後 (12

番目)で用いるサーマンであるから、 ]BはAgni持omaの完結を意識して

いると思われる。

5 N o. 7 (stoma論)

本稿2の表1からも分かる通り、 No.7のfstomaに光を置く Jという解

説は ]Bの 1.66:5-12にあり、順序としては NO.3と4の聞に入る。よっ

て、構成の上では TSと一致していない。23)この箇所は stomaに関して述

べている部分である。 triv.rt[stomaJには「婆羅門の輝き」、 pancadasa

[stomaJには「体力と活力J、sapatadasa[stomaJには「子孫、家畜、繁

殖J、ekavimsa[stomaJには「脚部Jが比喰として用いられている。

TS 7.1. 2 .1: [7] prata与savanevai gayatrel).a chandasa trivtte stomaya 
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jyotir dadhad eti. trivtta brahmavarcasena pancadasaya jyotir dadhad 

eti. pancadasenaujasa viry色lfasaptadas言yajyotir dadhad eti. 

saptadasena prajapatyena prajananenaikavirTIiaya jyotir dadhad eti. 

stoma eva tat stomaya jyotir dadhad ety. atho stoma eva stomam abhi 

pra lfayati. y言vantovai stomas tavantal). k言mastavanto lokas tavanti 

jyótïrÎl~y. et五vataeva stoman etavatal). k言manet言vatolok言netavanti 

jyotim9Y ava runddhe.// r [7]朝のソーマ搾りでは、かれは gayatra(サ

ーマン)によって、 triVEtstomaに光を置き続ける。婆羅門の輝きである

trivrt [stomaJによって、 pancadasa[stomaJに光を置き続ける。体力で

あり活力である pancadasa[stomaJによって、 saptadasa[stomaJに光

を置き続ける。 Prajapatiに属し、繁殖である saptadasa[stomaJによっ

て、 ekavirIlsa[stomaJに光を置き続ける。他ならぬ stomaが、そのとき、

stomaに光を置き続けることになる。一方次に、他ならぬ stomaがstoma

を導くことになる。 stomaたちが存在する数だけ、その数だけ願望たちが

存在し、その数だけ諸世界が存在し、その数だけ光たちが存在する。かれ

は、まさにそれだけの stomaたちを、それだけの願望たちを、それだけの

諸世界を、それだけの光たちを獲得することになる。」

]B 1. 66: 5-12: [7J hirpkarelfa vai jyoti~ä devas trivrte brahma-

varcasaya jyotir adadhus. trivrta brahmavarcasena pancadasayaujase 

viryaya jyotir adadhul).. pancadasenaujasa viryelfa saptadasaya 

prajä~ai pasubhya年prajananayajyotir adadhus. saptadasenaprajaya 

pasubhi年prajananenaikavirpsayaprat匂thayaijyotir adadhus. stomo 

va etat stome jyotir dadhad eti.24) tasmaj jyoti科omaity akhyayate. 

'tha yat stomas25) stomarp savanam abhipralfayati. tasmaj jyoti宇toma

ity akhyayate. 'tho yad yajnas sarpstuto virajam abhisampadyate. 
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jyotir virat. tasmaj jyoti~toma ity evakhyayate.26) / / r [7]光であるヒン

の発芦によって、神々は婆羅門の輝きである trivrt[stomaJに光を置いた

のだ。婆羅門の輝きである trivrt[stomaJによって、体力と活力である

pancadasa [stomaJに光を置いた。体力と活力である pancadasa[stomaJ 

によって、子孫と家畜と繁殖である saptadasa[stomaJに光を置いた。子

孫と家畜と繁殖である saptadasa[stomaJによって、脚部である ekavirpsa

[stomaJに光を置いた。このとき、 stomaがstomaに光を置き続けている

ことになるのだ。それゆえ“Jyoti~toma" と言われる。次に、 stoma が

stoma をソーマ搾りへと導く。それゆえ“Jyoti~toma" と言われる。一方次

に、祭式は完全に詠われると Virajへと重なり合う。27)Virajは光である。.

それゆえ、まさに“Jyoti号toma"と言われる。」

trivJt stomaに光を置くのは TSでは gayatra(サーマン)だが、これ

はAgni号tomaの最初の Bahi号pavamana-stotraで用いられるサーマンで

ある。一方 JBではヒンの発声(ヒンカーラ)を挙げるが、これは bahi号-

pavamana -stotraに先立つて行われる。28)TSとJBの両テキストは共に

rstomaがstomaに光(jyotis)を置き続ける」ことを論じて、 stomaの

連続を説いている。 TSは、その結果として stoma，願望、諸世界、光を獲

得すると結論するが、それに対して JBは、既に冒頭 (1.66:1-2)で論じた

「“Jyoti科oma"と言われることの根拠付けJを再ぴ述べており、両者の結

論は異なっている。このどちらの議論も PBには無い。

6 おわりに(まとめ)

官頭の構成は TSとJBで一致する(本稿3.1)。続いて TSとJBは同

じ内容が続くが、 PBはEkahaの箇所に対応があり、やはり簡潔で、具体的

である (3.2)。さらに TSと]Bのみが共有するテーマがある(5 )。プラ
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ジャーパティの神話の部分では、やはり TSと]Bが内容的に近い。これ

らのことから、 TSが ]Bと密接な関係を持ち、 PBとはやや離れているこ

とが明確で、ある。しかし ]BとPBにとって重要と思われるはotraに関わ

る議論が TSには無く、ここにはサーマヴェーダ所属のブラーフマナとの

視点の違いが見てとれる (4.1)。また、 3者の成立順を決定するには他の並

行部分のさらなる検討が必要で、あろう。

註

1) J yoti~toma は4日間の準備祭と 1日の本祭(ソーマ搾り)から成る

が、 Ahinaは本祭の期間が2日-12日のソーマ祭の総称であり、 Sattra

は12日-1年以上のソーマ祭の総称である。

2) TS第 7章と MS/KS及ぴ JB/PBとの対応を以下に示す。(表3-1、表

3-2) 

TS第 7章は、ソーマ祭と Asvam巴dhaマントラ集(及ぴブラーフマナ)

を交互に記述するという構成である。ソーマ祭の記述に関しては JB/PB

にかなり対応部分があるが、 MSには無く、 KSに一部あるのみである。

しかし Asvamedhaマントラ集の箇所は MS/KSとの関わりが大きい。

3) リグヴェーダ祭官による讃諦 (sastra) と対になり Jyoti~toma の基本

構造を構成する。それについては、 Parpola[10]， Vol. 2， p. 13fを参照。

表3-1TS第7章と JB/PBの対応 (M.=mantra集回=対応無し)
TS JB PB 

Jyoti~toma 7.1.1-3 1.66-69 6.1-3 
2-5ratra 7.1.4-10 2.235-291 20.11-21.10 
Asvamedha M. 7.1.11-20 回 国

6-12ratra 7.2.1-10 2.297-299 etc. 25.10.5 etc. 
Asvamedha M. 7.2.11-20 国 回
13-21ratra 7.3.1-10 2.342 etc. 23.1-16 
Asvamedha M. 7.3.11-20 国 回
Sattra 7.4.1-11 2.355-358; 365-367 23.21-28; 24.1-17 
Asvamedha M. 7.4.12-22 回 世

Gavamayana 7.5.1-10 4.1;9.4 etc. 2.374 etc. 
Asvamedha M. 7.5.11-14 国 回
Asvamedha 7.5.15 回 国

Asvamedha M. 7.5.16-20 国 国

Asvamedha 7.5.21;22 回 国

Asvamedha M. 7.5.23-24 回 回
Asvamedha 7.5.25 世 国
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表 3-2TS第 7章と MSjKSの対応 (M.=mantra集 o=対応無し)
TS MS KS 

Jyoti~~oma 7.1.1-3 回 回
2-5r孟tra 7.1.4-10 回 回
Asvamedha M. 7.1.2-11 3.12.2-8 回
6-12r孟，tra 7.2.1-10 回 回
Asvamedha M. 7.2.11-20 3.12.15一部 2.1-10 
13-21r孟tra 7.3.1-10 回 23.4.6一部
Asvamedha M. 7.3.11-20 3.12.7一部 3.1-10 
Sattra 7.4.1-11 回 33.3一部
Asvamedha M. 7.4.12-22 3.12.9;14;18-20 4.1-11 
Gav亘mayana 7.5.1-10 回 33.1; 2; 5; 34.4; 5; 7 
Asvamedha M. 7.5.11-14 3.15.10一部 5.2; 3; 9; 10 
Asvamedha 7.5.15 回 回
Asvamedha M. 7.5.16-20 3.12.6; 16; 17 5.13-15; 17 
Asvamedha 7.5.21;22 3.15.11 5.16; 19 
Asvamedha M. 7.5.23-24 回 1.1; 5.20 
As、ramedha 7.5.25 回 国

4) JBとPBの構成と対応は以下の通りである。

表 4JBとPB(回は対応部分の無いことを示す)
一丙蓉一一一 JB PB(章)

祭詞集 回 1 

詠い方 (vi科util 回 2-3 
Agnihotra 1.1-65 回

Jyoti~toma 1.66-364 6-9 
Gav孟，maya且a 2.371-442→2.1 -80 4-5 
Ek孟ha 2.81-234 16-19 
Ahlna 2.235-333 20-22 
Sattra 2.334-370 23-25 

Dv亘.dasal時 3.1-386 10-15 

JBの Gavamayanaの構成について、 Murakawa[9J参照。

5) JBとPBの関係について、 Calandは PBが比較的新しい活用形語尾

を持っていることから、 JBより新しい成立であると主張している。さら

に「アニミズムの観点に基づいた原始的な祭式jが JBに規定されるも

PBに無いことは、 PBの新しさを証明するという。 Caland[4J ， p. xviii-

xxi. Bodewitzは JB第 1章を核と補遺の部分に分け、 PBの補遺である

$aclvirp.sa-BrahmaI).a ($B)を考慮する。 $Bに JB との並行部分 (PB

には欠如)があることから、 PB-JBの核・補遺-$Bという成立順を仮定

する。 Bodewitz[3J， p. 19ff. 

6) その節の中の行数を示す。

7) stomaとは、各 stotra(詠唱)で詠われる詩節の数のことである。サー

マヴェーダ祭官にとって、 stoma自体も各々の数も重要な意義を持ち、随

所で議論の材料となる。
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8) Cf. KB 15.6.23: viracl va agni叫omal)..

9) samJstha: r (祭式が)完結する、終了するJoAgni甲tomaが Agni-

早toma屯totraで終わることを意味する。この文の主語は従来解釈が分か

れている。 Keith[8J， p. 557:“The Viraj of spe配hぺCaland[4J， p. 102， 
n.1 on ~ 6:“i. e. the stotra destined for AgniぺBodewitz[3J， p. 212， n 
3: "i.ιth巴Agni$toma".

10) Virajは本来あらゆる方向に輝き渡る(支配する)こと(例えば生命力

や繁殖力)を意味する女性原理である。二次的に、食糧や韻律名、 10の象

徴(音節、賭博の出目総数など)として用いられる。ここでは stomaの総

計が10で割り切れることを意味するo これらのことについては、

Sakamoto-Goto [14J， p. 161-163; 167及ぴ Renou[12J， p. 148f.を参照。

Agni$tomaで詠われる12の stotra(詠唱)の詩節数 (stoma)の総計は

9十15+15+ 15+ 15十15+17+17十17十17+17+21=190である。これは

JB 1.235においても説かれている。 Cf.Caland [4J， p. 102， n. 1 on ~6， 

Bodewitz [3]， p. 132. 

11) Ed.: prajananarp jyotil)./agnir devatanarp jyotil)./viracl vacy agnau 

sarpti号thate/virajarpsarppadyate/ この箇所に関して、 Bodewitz は

prajananarp jyotir agnir devatanarp， jyotir virat chandasarp， jyoir 

viracl vacal).. agnau sarpti$thate. (Bodewitz [3J， p. 24; p. 212， n. 1-2) 

“Agni is the generative light (jyoti) among the gods， ..."として、句読

法を変えて下線部を追加し、 vacyをvacal).に訂正している。一方 Ehlers

は prajananarpjyotir， agnir devatanarp jyotir. virat chandasam 

江Qtir.viracl vacy agnau sarpti$thate. virajarp sampadyate. (Ehlers 

[6]， p. 95f.)として、下線部を誤脱とするが、句読法は Ed.と同じであり

vacyを訂正しない。 Bodewitzの“vacal)."という読みは TSの並行句を

根拠としているが、写本からは支持されないから、 vacyのまま読むべき

である。

12) 12の stotra(詠唱)と sastra(讃諦)から構成される形式を Agni号toma

と呼ぶ。 12番目の stotraはagni甲toma-stotra，12番目のきastraはagni-

maruta・sastraである。

13) asthuriは、(引き烏が) 1頭立てではない完全な乗り物のこと。

14) 朝のソーマ搾りには trivrtとpancadasaの2つの stomaが使われ、

正午に pancadasaとsaptadasa，3回目に saptadasaとekavimsaが使

われる。

15) Cf. TS 2.5.10.2:…ekavi治組 stomanamprati号th言… rekavimsa
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[stomaJはstomaたちの中の脚部(基部)であるJ。また、本稿4.2の表

2が示すようにブラジャーパテイの脚部から ekavi!i1sa[stomaJが創出

される。その他の対応については何とも言い難いが、 JBの列挙する視覚

機能、呼気、聴覚機能(いずれも頭部に関わる)、両腕、腰、脚部は本稿4

で触れる 11V10.90で分割されたフ。ルシャの各部位が想定されている可

能性がある。即ち、プルシャの視覚機能、呼気、聴覚機能、両腕、両腿、

両足である。

16) dviretasと呼ばれるのは牝馬 (vaclava:TS 7.1.1. 2; JB 1. 67:10; PB 

6.1. 4) とヰ土ロノ"'(gardabha: TS 7.1.1.2; 5.1.5.5; JB 1.67; AB 4.9.4. 

rasabha: SBM 6.3.1.23)である。牝馬からは牡馬と交われば烏が、牡ロ

パと交わればラパが生まれる (cf.SBM 12.7.2.21)。牝ロノすからはロパ或

いはラパが生まれる。すなわち、二つの種を生むような個体は dviretas

である。

17) TS 7.1.1. 3: tasmad barhisy anavaklptal). rそれゆえ、[牡ラパは]祭
場の敷き草の上ではふさわしくない。JJB 1. 67: 11: tasmat asvataro 

barhi号ina deyal). rそれゆえ、牡ラパは祭場の敷き草の上では与えられる
べきではない。JPB 6. 1.5: tasm亘dadak号iIJ.lya.rそれゆえ、[牝ラパは]
報酬にふさわしくない。」

18) Sarvavedasa或いは Sahasraである祭式とは、例えば Visvasit-

Atiratra: PB 9.3.1; JB 1.348; SBM 4.6.1.15;10.2.5.16; 14.2.2.47.ま

たは、 Puru与amedha:SBM 13.6.2.19などがある。さらに、 Sahasraが

千頭の牛を意味することについては、 TS7.1.6.1-4; JB 2.249-250; PB 

21.1.1-8を参照。

19) 第16番目の詠唱。ここまで詠う形式を$oclasinと呼ぶ。

20) TS 1.8.13.1; 2.3.7.2; 4.3.2.1-2; 4.4.2.1; 4.4.12.1-3; 7.5.14.1. MS 

2.3.7; 2.6.10; 2.7.19; 2.7.20; 2.8.9; 3.16.4. KS 12.5; 15.7; 16.19; 17.8; 

22.14; 33.4; 39.7; 36.15; 38.11; 45.10. AB 4.13.6; 4.28.1-4; 8.12.3. 

21) AB 5.16.22-25; 8.12.4; 8.17.2. JB 2.2; 34; 57; 184; 213; 215; 406. PB 

7.8.10-11; 16.5.16-17 

22) TSでは 4.1.10.5に一例あるのみで、鳥の体が vamadevya，両翼が

brhatとrathantara，尾が yajnayajniyaという等置文である。同様の等

置文は、 MS2.7.8; KS 16.8; JB 2.415; 433， PB 5.2.1; 16.11.11にも見

られる。また、 AVS8.10.13も参照。

23) Bodewitzもこの点に関して、 No. 3 (1. 66: 2-4)は No.4(1.67: 1-2) 

に繋がるべきだと主張する (Bodeswitz[3]， p. 212， ll. 6)。
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24) Ed.: dadhata itiをBodewitz[3J， p. 24; p. 213， n. 13及びEhlers[6]， 

p.97に従って訂正。

25) Ed.: stoma 

26) Ed.: akhyayate.異読は evakhyayate.Ehlers[6]， p. 97， n. 9に従って、

異読を採る。

27) この文に関しては NO.2(本稿 3.1)の PB6.3.6を参照。

28) Cf. Fujii [7]， p. 13f. 

Abbreviations 
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AVS=Atharvaveda Saunaka， ed.: Roth/Whitney [13]. 
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MS=MaitrayanI.SaITlhita， ed.: Schroeder [16]. 

PB=PanCaviITlsa，・Brahmal).a，ed.: CinnaswamI [5J. 
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SUMMARY 

Taittirjya-Satp.hita VII and the Samavedic BrahmaI:Las 
Chisei OSHIMA 

There are parallel expositions of the Jyoti~toma, which is the 
basic form of the Soma sacrifices, in two Samavedic Brahmal).as, i. e., 
the Jaiminiya·Brahmal).a OB) of the Jaiminiyas and the Paficavirpsa­
Brahmal).a (PB) of the Kauthumas and Ral).ayaniyas. The Taittiriya­
Sarphita (TS) of the Black Yajurveda has similar passages on the 
J yoti~toma in its seventh book, while the other Sarphitas of the Black 
Yajurveda do not have them. The TS continues to give explanations of 
the longer forms of Soma sacrifices called Ahina and Sattra, which 
have also parallels in other places of the JB and the PB. This article 
intends to compare the parallel passages on the J yoti~toma in the TS, 
the JB and the PB, and to make clear their correspondences and 
differences. 

As far as the passages on the J yoti~toma are concerned, the TS 
VII is closer to the JB than to the PB in terms of the contents and 
structures of the passages. The TS, however, in some passages, does 
not refer to the lauds (stotra) sung by the chanter priests, which are 
discussed in both the JB and the PB. This is a remarkable difference 
between the TS and the two Samavedic Brahmal).as. The present 
article does not offer a conclusion as to the chronological relationships 
among the three parallel texts. For drawing a firm conclusion, we need 
further examiniations of the whole texts including the passages on the 
Ahina and Sattra. 

Keywords: Tai ttiriya -Sarphita J aiminiya -Brahmal).a Paficavirpsa­

Brahmal).a J yoti~toma 'J - 7~ 




